
令和7年度 江戸川区立清新第二中学校　　『特別の教科　道徳』　教育全体計画

各学年の指導の重点

【法的根拠】
日本国憲法
教育基本法
学校教育法
学習指導要領

学校の教育目標
１　豊かな心で、互いに敬愛できる人（敬愛）
２　進んで学び、深く考えられる人（知性）
３　健康で明るく、自らを鍛える人（健康）
４　責任を重んじ、勤労を尊ぶ人（責任）
５　礼儀を重んじ、他とよい関係を築く人（礼

【地域の実情】
【学校の実情】
【生徒の実態】
【教師の願い】

【保護者の願い】

学校の道徳教育の重点目標
・基本的人権を尊重し、互いに敬愛し合う心や態度を育成する。
・生命の尊重や自然愛護の心を育て、道徳的実践力を育成する。

各教科 特別の教科　道徳 特別活動

総合的な学習の時間

国語
文章や意見から洞察する力を養う。優
れた文学作品からその心を学び、豊

社会
事実や歴史から学び、国土や郷土を愛す

る

外国語

国際感覚を養い、広い視野に立っ

て、日本を考える態度を養う。

美術

自己の内面を見つめる力を育てる。
優れた作品に感動する心を育てる。

音楽
協同してつくり上げる喜びを知
る。

数学

筋道を立てて考える姿勢を育てる。

粘り強く取り組み、深く考える力をつけ

理科

推論を立て、真理を追究する姿勢を学ぶ。

自己の理想に向け、常に努力し続ける姿勢

保健体育

自他の健康・安全に配慮し、望ましい自己

技術・家庭

進んで生活を工夫し、創造する能

第１学年

第１学年

・思いやりの心をもち、他の立場を考えて

学校行事

生徒会活動

各学年の重点内容項目

１年
・基本的生活習慣を徹底する。
・集団における役割を自覚させる。
・目標をもち、実現に向けての方策を考えさせる。

２年
・自らを高める生活を工夫する。
・自他の違いを知り、協調する姿勢を養う。
・目標をもち、実現に向けて計画的に生活する
態度を養う。

３年
・自己の果たす役割を自覚し、自他を高める工
夫をさせる。
・よりよい集団づくりを意図し、集団に働きかける
方法を考えさせる
・目標実現に向け、自己の能力を発揮し、意欲
的に生活する態度を養う。

指導方針
人間尊重の精神を基盤とした、生命や自然に
対する畏敬の念を養うとともに、人と人とのか
かわりを大切にし、思いやりのある豊かな心を
育てる。

指導の工夫
・道徳の時間を要として、教育活動全体を通じ
て、組織的・計画的に指導する。
・担任教師を中心に、ＴＴによる指導やゲスト
ティーチャーによる授業等、指導形態を工夫す
る。
・生徒の実態を把握して指導内容を重点化する。

また、ねらいを明確にし、資料を工夫・精選する。
・体験活動を取り入れ、実践意欲を養う。

環境整備
校内外の美化活動。一人一
鉢運動等を通して、環境が
及ぼす影響をを知り、進ん
で取り組む態度を育てる。

推進体制
道徳教育推進教師を中心に、
実態に合った全体計画に作成
し、道徳の時間の充実を図る。

生活指導
学校生活全体を通じて、正しい言
葉遣いやあいさつ等、基本的な生
活習慣の確実な定着を図る。

家庭・地域との連携
PＴＡ活動を中心に保護者、
地域との協力体制を確立す
る。地域の活動に進んで参
加する取組を促進する。

読書科

多くの物語に触れ、さまざまな登場人

第３学年

・判断し、他者とのかかわりの中で望ましい

行動がとれる生徒の育成

第２学年

・他の良さを認め、互いに高め合う生徒の育

成

学級活動
集団の一員としての役割を責任もって果た

し、学級の諸問題に主体的に取り組み、よ

りよい集団づくりを目指す生徒を育てる。

生徒会活動
異年齢集団での活動を通して、自覚ある態

度を養う。自治活動に積極的に参加し、集

団を向上させる姿勢を育てる。

学校行事
協同体験を通し、達成感や有能感を味わ

い、自己実現に向けての展望をもつ機会と

する。

指導方針
人間尊重の精神を基盤とした、生命や
自然に対する畏敬の念を養うとともに、
人と人とのかかわりを大切にし、思いや
りのある豊かな心を育てる。

指導の工夫
・道徳の時間を要として、教育活動全体
を通じて、組織的・計画的に指導する。
・担任教師を中心に、ＴＴによる指導や
ゲストティーチャーによる授業等、指導
形態を工夫する。

・生徒の実態を把握して指導内容を重

点化する。また、ねらいを明確にし、資

料を工夫・精選する。

・体験活動を取り入れ、実践意欲を養う。


